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東方経済フォーラムニュース

2018年22日 「タス通信」

ロシア極東における中国・ロシア共同経済特区プロジェクトが東方経済フォーラムで披露

ロシアと中国の国境ポイント「ポグラニチニ」 と「綏芬河（すいふんが）」で特別経済制度を導入した越境
区域が形成される。現在、ロシア極東の経済特区域では11社の企業が中国資本込みで総額1807
億6700万ルーブルをかけた複数のプロジェクトを実施している。  

http://tass.ru/ekonomika/5222007

2018年5月10日 「forumvostok.ru」

東方経済フォーラム開催準備・実施に向けた「道路マップ」が承認

ウラジオストクで2018年9月11日から13日にかけて開催予定の第4回東方経済フォーラム開催準備・
実施計画プランが沿海地方で採択された。計画プランには14の項目が含まれ、その中にはエンジニアリ
ング・交通インフラ整備、サービス施設・設備の確保、ボランティアと施設職員の教育、交通機関の整
備、宿泊施設の準備、フォーラム参加者の食事面や安全面でのケアなどがある。

https://forumvostok.ru/news/utverzhdena-dorozhnaya-karta-po-podgotovke-i-provedeniyu-vostochnogo- eko-
nomicheskogo-foruma-2018-god/

ロシア極東地域の国家政策

2018年5月26日「タス通信」

サンクトペテルブルク国際経済フォーラムで漁業部門の成長が議論される

2018年5月25日、サンクトペテルブルク国際経済フォーラムの枠内で「ゴールド・フィッシュ（黄金の魚）：漁
業の長期的な持続可能性」と題する会議が行われた。 長期的な漁業の持続可能性に関する要因
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が話し合われる中、ロシア極東の発展における漁業の戦略的重要性が強調された。今日における政
府の課題は、総額約400億ルーブルの発表済みの全プロジェクト実現に向けて、同部門をサポートする
ことであると指摘された。現在、ウラジオストク自由港とウラジオストク経済特区で操業中の950社の登
録企業の内、45社の企業が漁業部門でのプロジェクトを実施している。

http://tass.ru/pmef-2018/articles/5239600

2018年5月24日「RIAノーボスチ」

ロシアのユーリ・トルトネフ副首相がロシア極東に投資審議会設置の可能性を述べる

トルトネフ副首相はサンクトペテルブルク国際経済フォーラム2018 の「ロシア極東の突破口:民間投資成
長におけるリーダーになる方法」において、 投資審議会は極東のビジネスの支援措置の一つになると述
べた。トルトネフ副首相によると、投資審議会は最大限の経済的能力をもって、新規投資誘致をサポ
ートする決定を行うという。 

https://ria.ru/spief/20180524/1521251936.html

2018年5月18日「タス通信」

アレクサンドル・コズロフ氏が極東開発大臣に任命

2018年5月18日にドミートリー・メドヴェージェフ首相はウラジーミル・プーチン大統領に、コズロフ候補を極
東開発大臣として承認することを提案した。プーチン大統領はこの提案を受けいれ、しかるべく令状に
署名した。以前にコズロフ氏はアムール地方の市長を務めていた。

http://tass.ru/politika/5212603

2018年5月17日「インテルファクス」

投資額約100億ルーブルの二つの観光クラスターがハバロフスク地方に登場

観光レクリエーションクラスター「アムール・ハバロフスク」と「コムソモーリスキー」は、ロシア連邦特別プログラ
ムの「ロシア連邦内および外国からの観光客誘致に向けたツーリズム発展プロジェクト2019-2025」に含
まれている。プロジェクトの総額は46億ルーブルであり、その内の32億ルーブル以上が予算外資金源から
調達される予定だ。

http://www.interfax-russia.ru/FarEast/main.asp?id=934262

極東経済ニュース

2018年5月25日「インテルファクス」

サンクトペテルブルク国際経済フォーラム2018において、カムチャッカへの新空港建設が合意

ロシア極東開発コーポレーションとペトロパブロフスク・カムチャッカ国際空港は、経済特区「カムチャッカ」
における投資活動に関する合意を行った。合意の中では空港の再建、新たなターミナルの建設、宿泊
施設やビジネスセンターなども提案されている。空港では一時間当たり750人の乗客への対応が可能と
なる。プロジェクト実現に向けた投資額は70億ルーブルとなる。

http://www.interfax-russia.ru/FarEast/news.asp?id=936761&sec=1679
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2018年5月24日「News.Rambler.ru」

沿海地方で農業分野の投資プロジェクトが8500万ドルで実施予定

サンクトペテルブルク国際経済フォーラム2018の枠内において、極東投資誘致・輸出支援エージェンシ
ー、日本企業の「双日（そうじつ）」、「MKRキャピタル」の間で、菜種油、菜種、大豆栽培プロジェクトの
実現に関する覚書が調印された。

2018年から2023年に実施される同プロジェクトでは、ウラジオストク自由港および沿海地方のハンカ地
区とホロリ地区での大豆、菜種と菜種油の栽培、保存および加工処理のための複合施設の建設が計
画されている。

https://news.rambler.ru/other/39935215-v-proekt-po-proizvodstvu-soi-rapsa-i-rapsovogo-masla-v-primore- poo-
beschali-vlozhit-85-mln-dollarov-ssha

2018年5月18日「タス通信」

沿海地方で300億ルーブル相当の石炭ターミナルが建設予定

「ロシア極東開発コーポレーション」と「スホドル海洋港」が、石炭採掘に携わる中小企業への港湾インフ
ラ供給を目的とした特別港建設を含む投資活動に合意した。2021年に建設予定のターミナルでは年
間1200万トンの石炭が加工処理される。投資計画の実施により660の新規雇用が創出される。

http://tass.ru/ekonomika/5211498

極東発展の新メカニズム: 成功の実例

2018年5月21日「タス通信」

ヤクーチア経済特区「カンガラス」の投資パケット総額が約24億ルーブルに上る

工業パーク「カンガラス」の投資家らは、発表したプロジェクトを2年以内に実現することを予定している。
現在、工業パークの敷地内ではすでに建築材料、長時間燃焼用ボイラー、塗料およびワニス製品な
どを取り扱う登録企業が操業を行っている。中国投資家が参加するレンガ工場建設プロジェクト、シベ
リアのチョウザメ養殖場プロジェクトが承認済みである。

http://tass.ru/msp/5218462


